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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は、第二次世界戦争後、ドイツにおいて銀行の大衆化が進展してゆく過程、そして、金利・手数料の
自由化の後、金融商品や、その価格が多様化する過程を対象としている。論者の関心は、ひとつには、金利・
手数料の自由化や大衆化が、銀行と金融取引にどのような影響を及ぼすかという点にある。金利・手数料の自
由化や大衆化の影響の一つとして、金融取引を商品に擬制し、銀行経営を、金融商品の生産者、販売者として
捉える見方が普及するが、この観点に立つ場合、金融商品や金融機関は、通常の商品や一般の製造業、流通業
に対して、どのような特異性を持つのか。この点に、論者のもうひとつの関心がある。 
序章では、上述の本論文の基本的な視角について説明し、あわせて、これらの視角から見たドイツの銀行制
度と、銀行制度の歴史的変遷について紹介している。 
第１章では、ドイツにおける預金金融商品を中心に取り上げている。基礎的な預金の概念について説明した
上で、この基礎的な預金に対して影響を与えた諸要因、その影響の結果生まれた新しい預金種類について検討
している。金利自由化以降、預金を巡る競争は、とりわけ貯蓄預金とよばれる預金種類で発生した。金利自由
化は、個人の金融資産の太宗を占める貯蓄預金を巡る競争を引き起こし、この競争の過程で、新しい預金金融
商品が登場した。本章では、これらの新商品の登場の過程を示すとともに、具体的な商品性を、その価格設計
にそって、分析している。この分析のためのツールとして、金融商品の新しい価格概念を提示している。 
第２章では、リテール向けの融資金融商品、つまり、消費者信用と住宅金融商品を取り上げている。ドイツ
の融資業務における基礎的な概念について紹介した後、消費者信用、住宅金融での融資の商品性、そして、そ
れぞれの変遷について分析を行う。預金金融商品でと同様に、銀行業務の大衆化の流れの中で、融資業務でも
定型化が進展する。さらに、住宅金融商品では、諸種の融資のパッケージ商品化が進む。また、金利・手数料
の自由化以降、多様な価格設計が可能となった。前章で示した価格概念を、本章では、二部料金制の観点から、
さらに拡張している。あわせて、消費者信用法を中心として、価格の多様化、価格の透明度の低下に対する立
法や司法の対応についても紹介している。 
第３章では、小口の決済サービスを取り上げ、第二次世界戦争後、とりわけ 1960年代以後の、決済サービ
スの大衆化の過程、そして、金利や手数料の自由化以降の、これらの商品の変化について検討している。銀行
による費用や、フロートの負担によってリテールの領域で、キャッシュレス・ペイメントが普及し大衆化する
過程、そして、キャッシュレス・ペイメントの定着後に、ペーパーレス化と、キャッシュレス・ペイメントの
価格が多様化する過程を検討している。現在の決済サービスの価格は、一種の二部料金制のモデルに集約する
ことが可能であり、この価格モデルを中心に検討している。加えて、ペイメントカードを通じた新しい決済サ
ービスについて、紹介している。 
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終章では、前章までに取り上げたリテール金融商品の価格についてまとめている。銀行業務の大衆化や、金
利・手数料の自由化を背景として進展した金融商品・サービスの価格の多様化を、価格のカテゴリーの多様化、
価格種類の多様化、そして、価格の尺度の多様化に分けて検討している。あわせて、最初に挙げた第二の関心、
つまり、一般の商品・サービスに対する金融商品の特異性の観点から、このような金融商品・サービスの多様
化の背景について考察している。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
本論文は戦後ドイツのリテール・バンキングの展開を扱っている。それは一般大衆からの預金、消費者金融、
そして決済サービスの３方向から考察される。 
本論文の第１章では、銀行の第１の一般大衆向け業務である預金が考察される。戦後、ドイツでは、預金の
大衆化と金利の自由化とのために、金融構造が大きく変化した。まず一般大衆の貯蓄を扱ってきた金融機関の
資金力や地位が上昇する。その結果として、貯蓄銀行や信用協同組合のような、一般大衆とのみ取引をしてい
た金融機関が大企業等との取引へも進出していく。また、かつて一般大衆との取引を等閑視していた信用銀行
は一般大衆との取引を無視できなくなる。その結果銀行業の大衆化が進展し、金融構造が変化した。 
一般大衆との取引は小口かつ多数であるので、金融の標準化・定型化・金利の多様化が進んだ。標準化・定
型化は小口の金融のコストを下げるためであり、金利の多様化は一般大衆の需要にこたえ、製品差別化を図り
つつ、金利・手数料の比較を困難にし、金利競争を避けるという銀行のモチーフが背景にあると考えられる。 
第２章では銀行の第２の一般大衆向け業務である消費者信用、住宅ローンが考察される。金融の標準化・定
型化・小口化は、消費者金融において顕著である。銀行業務の大衆化の流れの中で、融資業務においても定型
化は進展し、金利手数料の自由化とあいまって、融資のパッケージ化・価格設計の多様化が進んだことが明ら
かにされている。 
第３章では決済サービスにおける変化が考察される。ここでは金融構造の変化として、70～80年代にリテー
ル・バンキングにおいて決済サービスが普及したことが指摘される。90年代になると決済サービスの利用はさ
らに増加し、ペーパーベースでの処理が煩瑣になり、電子化が推進されるという構造変化の要因が明らかにさ
れる。 
決済サービスにはフロートという問題が発生する。フロートとはキャッシュレス・ペイメントの決済の過程
で、銀行に一時滞留する資金のことである。たとえば小切手の場合、小切手を振出してから当座預金が引き落
とされるまでの期間に、振出人（支払人）とその取引銀行に一時的に資金が滞留する。フロートが問題となる
のは、それが支払の過程で無利子の信用を生み出すからである。決済の方法によってフロートの授受の位置が
変わり、銀行間に優劣が出来る。あるいは決済方法が変化し、フロートが減少もしくはなくなると、銀行はサ
ービスの手数料を徴収せざるをえなくなる。決済慣行の変化や新しい決済サービスの創出は、銀行単体の収益
のみならず、銀行業種ごとの収益性さらには銀行業種間の地位に大きな変化をもたらす。この点について、本
論文は次のような効果を指摘している。 
1）ジーロネットが発達し、振込みの利用が大きいとネット内への資金の滞留を可能にする。また、銀行の
グループ化が進むと、振込みから小切手の利用にシフトが起きても、グループ外への資金の流出を生じさせな
い。 
2）貯蓄銀行の顧客は一般消費者が多い。信用協同組合の顧客は農業や商工業者が多く、信用銀行は大企業
との取引が多い。キャッシュレス・ペイメントの進展は貯蓄銀行のフロートの享受を減じ、信用協同組合・信
用銀行の負担を軽減させる。 
3）新しい決済方式は利用者の利便を高めると同時に、銀行の収益の向上に役立つ。たとえばゲルトカルテ
は、その利用者はフロートを享受できないが、発行銀行はフロートを享受できるという巧妙な仕掛けになって
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いる。 
著者の２度に及ぶドイツ留学と、大量のドイツ語資料の丹念な調査に基づき、本論文はドイツの貯蓄預金と
消費者金融および決済サービスについて、また金融技術について厳格な定義と緻密な説明とを与えている。し
かも本論文は、貯蓄預金・消費者金融および決済サービスの発展を金融構造の変化と関連させて論じており、
わが国においては類書を見ない高度の研究となっている。 
本論文は、金融の大衆化の進展というマクロ的な金融構造の変化を、銀行の消費者への対応という経営戦略
を介して説明し、またそれが金融構造の変化をもたらすという関連を説明している。本論文では、利子収入か
ら手数料収入へ重心を変化させた銀行の経営戦略が、消費者サービスの向上・決済システムの変化といった技
術的変化の背後にある動因として分析されており、この点においてもユニークな内容となっている。 
本論文のもうひとつの特色は理論的なものである。銀行の提供する貯蓄預金・融資・サービスを「金融商品」
の生産・販売として考えると、銀行の活動を体系的に分類・整理できるというのが本論文の主張である。ただ
しこの「金融商品」という用語については若干の疑問が残る。現代においては資本さえもが商品とされ、売買
の対象となる。本論文ではすべての預金・貸借は「商品」の売買と規定されているが、これは伝統的な概念と
異なる。本論文では預金も貸付も最初から「商品」とされ、転売の過程で資本還元されて生ずる擬制資本との
関連は問題とされない。本論文において従来の規定との違いと関連とが明確にされていれば、より優れた業績
になったと考えられる。今後の研究の発展に期待する。 
以上のように、複雑な金融商品の仕組みを分解し、銀行間の競争や、社会的な効果を分析していることは本
論文のもっとも興味深いところであり、学界への大きな貢献である。審査委員会は全員一致して本論文は博士
（商学）の学位の授与に値すると評価した。 
